
五稜郭城の再発見と未来への挑戦
1．序章：技術士としての誇りと感謝
先日、日本技術士会会長表彰を受けるという名誉

な出来事がありました。心から感謝いたします。そ
して、土木の世界に入って 43年間、ご指導いただ
いた皆様や一緒に苦労を共にし働いた仲間たちに感
謝の意を表したいと思います。

今回の「私のプロジェクト X」を担当させていただ
きます。土木技術者としての出発点から現在までの
道のりと、今、最も力を注いでいるプロジェクトに
ついて紹介します。そのプロジェクトとは、有名な
観光地「特別史跡 五稜郭跡」に関するものです。
以下に、土木技術者の視点で五稜郭の計画、設計、

施工について掘り下げ、普請奉行といわれる侍たち
や、それを支えた土木方の請負集団の苦労とアイデ
アについて触れます。現代の土木技術者が当時の土
木技術者と向き合い、五稜郭の文化価値を再発見し、
地域に喜んでもらうことを目指したプロジェクトで
す。

2．出発点
(1)方向転換のきっかけ
大学受験のために東京で浪人していた頃、私の人

生は大きく方向転換しました。そのきっかけは、尊
敬していた一つ上の先輩から渡されたロシア文学の
戯曲でした。戯曲の中の一節、「向こうの岸につな
ぐ橋を造りたいんだ。人と人とをつなぐ橋を造る技
術者に僕はなるんだ」という主人公のセリフに心が
響いたのです。
高校を卒業したとき、私は理系志望でしたが、大

学生活をエンジョイするには文系がいいと理系の友
人の話にほだされ、安易に数学と物理を捨ててしま
いました。親が国鉄を退職して経済的に余裕がない
はずなのに、自分の楽しみを優先していたことにそ
の後気づきました。その時、「土木エンジニアとし

て橋や大きなものを造る」と
いう夢を抱き、決断したので
す。受験の願書を出す時期
だったのですが、大学進学を
諦め、2年制の土木専門学校
に進むことを選び、札幌に向
かいました。今になって思え
は、良いか悪いか疑問もあり
ますが、この決断が私のキャ
リアの出発点だったのです。

(2)心に芽生えた闘志
卒業後、地元に戻り土木設

計を行う測量会社に就職しま
した。その会社は主に測量業
務を行っていました。入社し
て半年経ったある日、函館市
内で測量業務で境界石標杭を埋設するためにスコッ
プで穴を掘っていた時のことです。中学時代の勉強
嫌いで少し不良だった同級生が私を見つけ、駆け
寄ってきて喜びながらこう言いました。
「奈良は勉強できる優等生だったけど、社会に出

たら一緒なんだね！お互い頑張ろう！」
その瞬間、昔優等生といわれていたちっぽけだけ

ど自分にとっては大きなプライドが打ち砕かれまし
た。同時に、「このままでは終わらない」という強い
闘志が心に芽生えたのを鮮明に覚えています。この
経験が、私のキャリアを切り拓く原動力となり、挑
戦を続ける力となったのです。
○○山くん！君は今どうしている？あれから君も

頑張ったって聞いてるよ。

3．土木技術者としてのキャリアスタート
新卒で入った測量会社は、設計の仕事を始めたば

かりの会社でした。経験が圧倒的に少ない私が設計
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写真-1 札幌に来た
ばかりの頃



業務を任されるのはうれしかったのですが、責任を
負わされるのは大きなプレッシャーでした。
社内には設計を担当していた先輩技術者が一人だ

けおり、その先輩も苦労しながら業務をこなしてい
ました。先輩のモットーは、「とにかく『わかってい
る人に聞く』」というものでした。私もその教えを受
け入れ、発注官庁の担当者であれ、同業会社であれ、
分かっている人たちに積極的に会いに行き、サンプ
ルをいただいて勉強しました。
自分の設計した現場では、工事が問題なく進んで

いるかが心配で現場事務所を頻繁に訪問しました。
怒られることもしばしばでしたが、このような経験
を通じて、人脈を築く力と技術力を養うことができ
たのです。

4．転機
土木技術者としてのキャリアが 10 年を迎えた

頃、技術の進化とともに大きな転機が訪れました。
CAD の登場です。鉛筆と定規からマウスで図面を
描く時代に変わり、作業効率が格段に向上したので
す。この変化は私にとって大きなチャンスでした。
コピー＆ペーストで図面があっという間に完成する
という今では普通のことですが、CAD が普及し始
めた早い段階で使いこなしていた私は、その利便性
を最大限に活用しました。この技術の進化が、将来
の夢であった独立開業の実現を後押ししました。
32 歳の若い技術者だった私には、すでに多くの

外部の応援者や協力企業が存在していました。その
結果、個人の設計事務所を開設することができまし
た。
その後、私は道央にある 50人規模の建設コンサ

ルタント会社の函館支店を任されることになりまし
た。ここで、農業土木設計、河川や道路の計画と設
計など、個人の設計事務所では得られない貴重な経
験を積むことができました。12 年が経ち、公共事
業予算の大幅な削減により函館支店が閉鎖されるこ
ととなり、これを機に平成 16年 7月、現在の株式
会社エジソンブレインを創業しました。これが私に
とって第 2の大きな転機であり、新たな出発となり
ました。

創業と同じ頃に発足したNPO法人北海道魚道研
究会にも参画し、会社運営と並行してさまざまな社
会的活動も始めました。NPO法人北海道魚道研究
会は来年で 20周年を迎え、現在では建設会社や建
設コンサルタント会社を中心に北海道で法人会員
83 法人、個人会員 20 名の組織となっています。
私は 3代目理事長として奮闘中です。
また、道南技術士委員会が道南技術士会として活

動していた頃、技術士の先輩方から当時技術士補
だった私が事務局長を託されました。起業したばか
りの会社にとっては、活動の場を広げていただける
のは大変ありがたいことで、多くの方々に社名を
知ってもらうきっかけとなりました。
このような活動の経験が後に五稜郭研究のプロ

ジェクトへと繫がっていくのです。

5．五稜郭研究へのきっかけ
(1)きっかけは自然石魚道への取り組み
NPO 法人北海道魚道研究会の活動を通じて、一

般社団法人流域生態研究所の妹尾所長と、日本大学
理工学部の安田教授に出会い、自然石魚道の優位性
と石組み技術について学び、経験を積みました。
石組み魚道の施工現場で、妹尾所長に石組みの指

導をしてもらった時、「魚道の石組みは城郭の石組
みとは違う」という言葉が、五稜郭研究へのきっか
けだったのです。妹尾所長の組む石は美しく力強さ
を感じさせるものでした。しかし、どこが具体的に
違うのかが理解できませんでした。
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写真-2 設計と施工者といっしょに石組みした魚道



(2)全国各地の城郭と石垣の研究
先ずは城郭の石垣を理解するため、私の地元であ

る五稜郭の石垣を見に行きました。次に、河川で石
を組む有名な先生が四国在住なので、四国の城郭の
石垣なら何か得られるかもしれないと思い、妻も誘
い観光を兼ねて四国に行きました。
飛行機は大阪に着いたので、先ずは大阪城を見学

し、その後四国へ向かいました。丸亀城→高松城→
高知城→宇和島城→大洲城→伊予松山城→今治城と
巡り、大阪に戻る際に岡山城→姫路城とレンタカー
で巡りました。翌年も、九州全域の城郭を見学する
旅を続け、毎年城郭巡りをすることが恒例となりま
した。魚道の石組みがきっかけでしたが、次第に城
郭そのものに心惹かれるようになり、現在に至りま
す。もちろん今では魚道の石組みと城郭の石組みの
違いは理解できています。
これまでに沖縄から北海道に至るまで、42 城を

調べ、石垣技術に関する知識と見る目を養いました。
今年はとうとう滋賀県の穴太衆の里にまで行き、寺
院の石垣も堪能してきました。実に素晴らしい穴太
積みの石垣でした。

技術士の皆さんの中にもお城好きの方がいらっ
しゃると思いますので、ここで私の個人的なお城ラ
ンキングトップ 10を発表します。石垣だけではな
く、城郭全体を考慮したランキングです。

1位 彦根城(街全体が彦根城愛に満ちている)
2位 姫路城(圧巻の迫力と天守閣までの迷路)
3位 高知城(唯一天守閣の下に御殿がある)
4位 安土城(穴太衆が組んだ信長の石垣)
5位 伊予松山城(平山城と登り石垣の防御)
6位 大阪城(高石垣の迫力は随一)
7位 和歌山城(緑色結晶片岩の石垣)
8位 松江城(お城の周辺にも風情がある)
9位 松本城(佇まいが美しい)
10位 熊本城(規模と防御の工夫が秀逸)
なお、五稜郭城は私にとって特別な存在のため、

ランキング評価ができませんでした。
ランキングについてのご意見やご不満もあるかと

思いますが、お会いした際にぜひあなたのランキン
グもお聞かせください。一緒に語り合いましょう。
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写真-5 日本一の高さを誇る 大阪城の石垣

写真-4 安土城の石垣 穴太衆が組んだ野面積み

写真-3 松江城天守閣(国宝、現存 12天守)



6．私のプロジェクトX
石垣にすっかり魅了され、その魅力を語るように

なった私は、2年前から五稜郭の研究愛好家の集ま
りである「五稜郭の文化的価値を考える会」で発表を
行うようになりました。この会では、大学教授や専
門家たちが古文書や古地図、現地の調査などを通じ
て、新たな解釈や史実を探求し、五稜郭の価値を高
め、その魅力を伝える活動をしています。
私の研究テーマは「土木技術者から見た五稜郭」で

す。五稜郭は星形の要塞として非常に有名で、多く
の観光客に愛される場所ですが、私はその背後にあ
る土木技術と都市計画の観点から五稜郭を研究して
います。
五稜郭は、函館港に面し、都市計画としても非常

に巧妙に設計されました。具体的には、函館山の西
に位置し、同時期に構築された松前藩の松前城、港
から離れた丘陵地にある千代ヶ岱陣屋、市内を監視
する要所であったことなど、五稜郭を取り囲む自然
地形とその利用方法も研究の対象です。また、五稜
郭を巧みに隠す海岸段丘、亀田川の流れ、東側の砂
州が発達した大森海岸、そして侵攻を防ぐための湿
地帯など、自然地形を最大限に活用した絶妙な計画
についても掘り下げています。
この一端をダイジェストでご紹介します。

(1)備前の喜三郎って知っていますか？
江戸幕府は、ロシアの南下政策など、諸外国の脅

威から国を守るために、東京湾品川沖に台場群を構
築しました。同じく、北の防衛拠点として函館にも
台場を築き、その重要な防御拠点として五稜郭城を
築城しました。五稜郭城は江戸幕府が最後に造った
城としても知られています。
この大規模な建設プロジェクトで、品川台場の石

垣の担当をし、竣工後、函館にやって来た石工が、
備前の喜三郎です。彼は、この地で弁天台場と五稜
郭に命を懸けることになります。
さらに、港湾工学の父と称される廣井勇博士が若

かりし頃に経験したエピソードも興味深いです。彼
が函館の船入間防波堤を構築する際、不要となって
いた弁天台場の石垣を再利用しました。この解体作
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写真-6 緑色結晶片岩で組まれた和歌山城の石垣

写真-7 番外 1 岡山県前島の大阪城築城時の石切丁場

写真-8 番外 2 大岩を切り出す「矢穴」の跡



業中、石垣の強固さに博士も感嘆したと言われてい
ます。

弁天台場の施工は海中施工であり、締め切り処理や
工事中の波浪対策など、仮設工事が必要になります。
これらの土木工事は、現代の技術とも共通点が多く、
当時の土木技術者の工夫と知識には非常に興味をそ
そられ、今後さらに掘り下げたいと思っています。

(2)幕末の土木技術者と現代の土木技術者
五稜郭を造った人として、武田斐三郎が有名です

が、実際には、たくさんの技術者が関わっています。
例えば、五稜郭という洋式城郭を起案したのは江戸
幕府の普請奉行たちだったようで、彼らの計画を現
地に合うように設計し、最新の築城技術を取り入れ
施工監督したのが武田斐三郎ということです。
施工は入札を行っており、掘割や道路は松川弁之

助、石垣部分は備前の喜三郎が請け負いました。当
時の入札資料として工事数量や金額など、記録が
残っているところは、さすが江戸の侍たちです。
この歴史を掘り下げていくと、現代の土木技術者

として、彼らの苦労や工夫に共感すると共に、深い
敬意を感じざるを得ません。当時の土木技術者たち
がいかにして困難な条件の中で素晴らしい成果を上
げたのかを理解することは、私たち現代の技術者に
とっても大きな学びとなります。

(3)要塞としての全体計画を見る
街全体を守るための要塞計画は、自然地形を巧み

に利用して作られています。さらに、新しく計画さ
れた道路や既存の施設の改良・利用など、経済性や
時間的な制約に応えた土木技術者の苦悩とアイデア
が見て取れます。
①松川街道(現高砂通)の隠された機能
松川街道の位置と方向は戦略的です。函館山山麓

の奉行所からまっすぐ見える道路の先には、五稜郭
の入口が見え、監視することが出来ます。かつ、千
代ヶ岱陣屋の下を通っており、防御されています。
②現代に通じる軟弱地盤対策

軟弱地盤対策で採用されたのは、石垣の不同沈下
を防ぐ梯子胴木基礎でした。今でも採用される古来
の土木技術です。
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資料-1 五稜郭と同時期に建設された弁天台場

資料-2 弁天台場の石垣 五稜郭とほぼ同じ組み方

写真-9 五稜郭の二の橋手前の半月堡の石垣

スライド-1 高砂通の位置と方向

資料-3 橋台石垣の梯子胴木基礎と杭基礎



③海から五稜郭を隠す海岸段丘地形の利用
海岸段丘地形を利用し、防御の要となる五稜郭を

巧みに隠す工夫が施されています。
④既存施設を取り込んだ計画
千代ヶ岱陣屋(現千代ヶ岱競技場)は、五稜郭が築

城される前に津軽藩が北の防御のために幕府の指示
で陣を構えていた防御施設でした。これを改良し、
大阪城を守った真田丸のように機能させています。
実際、戊辰戦争時には千代ヶ岱陣屋が要塞として重
要な役割を果たし、中島三郎助親子が奮戦したこと
も有名です。
⑤箱館亀田一円切絵図の作成目的は？
防御計画を語る上で欠かせない「箱館亀田一円切
絵図」。誰が何の目的で作成したのか？。なぜ切絵
なのか？ 私はこれを江戸幕府に報告するための
「防御計画説明図」だと考えています。描かれている
砂丘、樹木、川や湿地もすべてが防御の説明に必要
です。さらに、軍事的極秘情報として流出を防ぐた
めパズル状態にしたのではないかと推測しています。

7．未来への挑戦
幕末の侍たちと請負集団が造り上げた五稜郭。同

じ土木技術者たちの工夫と苦労、そして彼らの人生
を掘り下げて伝えていくのが私のプロジェクト X
です。過去から繋がる技術の魅力を次の世代に伝
え、地域社会の豊かさに発展させたいと思います。
このプロジェクトはいつの間にか私の大切なライフ
ワークとなり、新たな発見を求めて未来へ続きます。

8．結びに
この投稿記事が、皆さんの土木技術の歴史に対す

る興味を引き起こすきっかけになれば幸いです。
五稜郭を訪れ、技術者としての眼で確かめ、感じ

取ってみてください。きっと新たな発見や感動をも
たらしてくれると思います。そして、その感動を周
りの人たちと分かち合い、共に学び、未来を築いて
いくことで、私たちの社会は一層豊かになると信じ
ています。
最後まで読んでくださった皆様に深く感謝申し上

げます。
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NPO法人 北海道魚道研究会 理事長

資料-1：函館中央図書館所蔵 写真-大火直後の弁天台場付近
資料-2：函館中央図書館所蔵 写真-弁天台場
資料-3：函館中央図書館所蔵 古文書-五稜郭創置年月取調書
資料-4：函館中央図書館所蔵 古地図-箱館亀田/一円切絵図

スライド-2 地図 3D解析 水平・高さ比 1：10 五稜郭土塁天端と丘陵地標高が同じ高さで施工されている

資料-4 箱館亀田/一円切絵図(繋ぎ合わせ)




